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例 題 2  3次関数 y=″3+α″+2が y=9″ -14に 接するように,定数 αの値を求めよ    |
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考え方 2次関数と直線が接する場合なら,連立して判別式 D=0と すればできますが,3次関数の場合

は無理です これまでと同様に,接線を考えるには接点が分からないとどうしようもありません よって ,

まず|1接点を設定します 重要なことは,

曲線υ=/(″ )と 直線y=れ″十れが″=pで接する

←⇒ y=/(″)の ″=pに おける接線がυ=π″十πである

ということ つまり,υ =/(″ )の ″=pにおける接線 υ―/(p)=/′ (p)(″ 一p)が υ=π″+%
に完全に一致するのだから,2つの式の係数をそれぞれ比較すればよいのです
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接点の″座標をクとすると,″ =夕 における接

線の方程式は

υ
_(p3+αp+2)=(3,2+α )(″ ―p)

υ
_夕3_αp_2=(3p2+α )″
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これが υ=9″ -14に 一致するので,係数比較

して
,
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″注 ヽヽちいち接線を求めて係数比較するのがメ

ンドウな場合は,右のような公式を使 うこともでき

考え方 問題をよく読んで,ま ずは各曲線の位置

関係を大ざっぱに把握しよう (左図参照 ただし正

確ではない)今 回の場合は接点は分かっています

例 題 2 と同様に,曲線 υ=α″2+ι

“
+0と

曲線 υ=″3+d″ 上の点 (2,6)に おける接線を

それぞれ求めて,係数を比較 しても良いのですが,

文字が多くて煩雑になるので,次の公式を用いると

簡単です

y=α″2+ι″+。
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曲線 y=/(″ )と 直線y=π″+π が″=p
で接する
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例 題 3.点 (1,-3)を通る放物線 y=α″2+b″ 十εが曲線 υ=″3+α″と点 (2,6)に おいて

共通接線をもつ このとき,定数 α,♭ ,ι,α を求めよ

、ユ12.6)|=移点.
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t

υ=/(″)と υ=θ (″ )が ″=pに おいて共

通接線をもつ

⇔  υ=/(″ )と υ=g(″)が ″=pに お

いて接する
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考え方 図示すれば,2つの曲線は共有点をもた

ないことがわかります よって,こ の場合の共通接

線とは,つ まり,1本の直線がそれぞれの曲線にそ

れぞれ別の接点で接 している線のことになります .

したがって,それぞれの曲線の接点を設定する必要

があります

①  υ=″2の ″=pに おける接線の方程式

は,υ _p2=2p(″ ― p)

つまり,υ =2p″ 一 p2.¨①

y=― (″ -2)2=_″2+4″ -4の ″=9に お

ける接線の方程式は,

υ
_(_92+49-4)=(-29+4)(″ -9)

υ=(29+4)″ +92_4…②

① と②が一致するので,係数を比較して,
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よって,p=2,9=0,ま たは,p=o,9=2

0 /(″)=α″2+ぅ″+ι ,θ (″ )=″3+ご″

とおくと,

/′ (″)=2α″+b,θ′
(″)=3″2+」

/(1)=-3よ り,

α+ら +0=-3

/(2)=θ(2)=6よ り,

4α +2ク 十σ=6,

/′ (2)=σ
′
(2)よ り,

4α tt ι=12+α

以上を連立させて解 くと,
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8+2α =6

υ=g(″ )

α=2,う =3,c=-8,ご = 1

笏   「曲線と直線が接する」と言われたら割と簡単にイメージできますが (例 題 2 参照),「曲線と

曲線が接する」と言われたらどうでしょうか そもそも,曲がった線と曲がった線が接するとは一体どうい

う状態のことを言うのでしようか 実はこの 例 題 3 カ`その意味を物語っています つまり,「2つ の

曲線が ″=pで 接する」とは「2つ の曲線が ″=pに おいて共通の接線をもつこと」と定義するのです.

これはとても重要なことで (例 えば,放物線と円の位置関係など),入試問題でも難問として出題されます

したがって,求める接線は,υ =4″ -4, y=0

く「りすす。
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例 題 4  υ=″2と
υ=_(″ -2)2の共通接線の方程式を求めよ

―>Pointく

υ=/(χ )と υ=g(″ )が共通接線をもつ

υ =/(″ )上 の ″ =pに おける接線 と,

y=θ (″)上の″=gに おける接線とが完

全に一致すると考える.つ まり係数比較するこ

とになる

υ=/(″ )


